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【GIGAスクール構想】                  校長 佐伯 英徳

平成２９年１２月、文部科学省の「教育のICT化に向けた環境整備５か年計画（2018～

2022年）」において、３クラスに１クラス分程度の学習用コンピュータや教師１人１台の指

導者用コンピュータ、超高速インターネット及び無線LAN等の整備計画が示されました。それ

が新型コロナウイルスの影響により計画の前倒しとなり、令和２年度文部科学省補正予算とし

て「GIGA（“Global and Innovation Gateway for All”すべての人が世界にある様々な技

術革新を活用できるようにすること）スクール構想の加速による学びの保障」が計上されまし

た。その目的は「1人１台端末」の早期実現や家庭でも繋がる通信環境の整備等、「GIGAスク

ール構想」におけるハード・ソフト・人材を一体とした整備を加速し、緊急時

においても子供たちの「学びを保障」できる環境を実現することにあります。

令和３年度に中学校で全面実施される新学習指導要領においては「言語能力」「問題発見

・解決能力」等と同様に、「情報活用能力」が「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け

られています。また、「各学校ではコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を

活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図る」ことが

明記され、より積極的にＩＣＴを活用することが想定されています。しかしながら２０１８

年に行われたPISAのICT活用調査によると、日本はネット上でのチャットや1人用ゲームを

「毎日」「ほぼ毎日」遊ぶ生徒の割合がOECD加盟国中

でトップであり、且つその増加の程度も著しいという結

果が出ました。一方、授業中のデジタル機器の利用時間

がOECD加盟国の中で最下位であり、コンピュータを使

って宿題をする頻度も最下位でした。現状では日本の子

供たちにとってのICT機器は、学習ツールよりも遊びのツ

ールでしかないという実態が見えてきます。

狛江市では「GIGAスクール構想」の実現を目指し、令和２年１０月、子どもたち1人１台

のタブレット型情報端末として、小学校には「iPad」、中学校には「ARROWS Tab」が追

加配備され（※1年生は令和３年１月に配備）、高速大容量の通信ネットワークの整備やア

クセスポイントの増設工事も行われました。本校におきましては、タブレット端末のラベリ

ングや各種ソフトのアップデート、タブレット保管庫の配置に伴う教育整備、そして「タブ

レット活用のルール」の策定を経て、２、３年生では「Forms」を使った学校評価アンケー

トや授業での活用も始まっています。また、家庭の「Wi-Fi環境」を確認するために自宅にタ

ブレットを持ち帰り、担任との「Teams会議」を行いました。１月に配備された１年生につ

きましても、セットアップが完了次第活用していきます。使用する上で様々な課題も生じて

いますが、校内の推進委員会が中心となって無理をせずにスモールステップで着実に進めて

いきたいと考えています。

教育ICT環境が整うことは、授業でICTを活用する機会が増えて、学習効果を高めたり、時

間を効率よく使えたり、子どもたち1人ひとりの学習状況を把握して個に応じた学びを充実

させることができます。そのうえで「情報活用能力」を育むことにつながると考えていま

す。今後は、授業のねらいに応じてどのようにICTを活用していくのか、私たち教職員がし

っかりと考えて、子どもたちの学びを充実させていきたいと思います。



３年生激励会「開運熊手制作！」

日本では幸運や金運を「かき集める」という意味を込め

て縁起物として熊手を飾る風習があります。生徒会では先

月、受験期に入る 3 年生に向けて「開運熊手」を制作しま

した。お守り型のメッセージカードに１，２年生一人一人

が「合格祈願」の激励の言葉をしたため、熊手に飾り付け

ました。生徒会朝会では 3 年生の各クラスに熊手の贈呈と

激励メッセージビデオの上映があり、心のこもった激励会になりました。3 年生にはこの気持

ちを胸に、自分の進路決定に向けて、ベストを尽くしてほしいと思います。

学習の成果が展示されています！

先日、美術科の市内作品展が開催さ

れましたが、校内では国語科の書初め

や俳句、英語科では各先生方への英語

でのインタビューを基にした似顔絵ポ

スター、3 年生の陶芸体験などの作品

が廊下に展示されています。また、3 月には技術・家庭科の市

内展も予定されています。保護者や地域の皆様にはこのような

学習の成果を見ていただく機会がもてない状況が続いています

が、生徒たちの作品は一人一人の個性と真剣に取り組んだ様子

が感じられるものばかりです。年度末に持ち帰りますので、ご

家庭で話題にしていただきますようお願いいたします。
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